
 

Ⅰ 令和 4年度 事業報告書 

 

1 事業の概要  

概 況 

当協会は，水戸市国際交流センターを拠点とし，国際交流の中核組織として他の国際交流団

体等と連携を図りながら，地域における国際交流活動を推進することを目的として平成 7年 3

月に設立され，市民，関係団体，行政等との連携を図りながら，多様化する国際交流に対応す

るための様々な事業を展開してまいりました。 

令和 4年度は，前年度に引き続き，新型コロナウイルス感染症の影響を受けつつも，社会活

動が正常に向かいつつあることを背景に，活動内容をコロナ前のレベルに近づけるべく努力し

て参りました。そのような状況の中，新規外国人市民増加による需要に対応すべく，日本語が

全くできない人を対象とした日本語プレ初級クラスの開催数を増やして充実を図るとともに，

各日本語ボランティア団体の担い手減少に対応すべく，初級日本語ボランティア養成講座を実

施いたしました。そのほか，国際交流団体等の活動への支援や外国人市民への支援に重点を置

くとともに，地域住民と外国人市民との交流の場の創出や各国の文化への理解を深めるための

国際理解講座等の開催，多文化共生を中心とした事業の展開に努めてまいりました。 

 また，水戸市から指定管理者の指定を受けている国際交流センターの適切な管理運営と公益

法人にふさわしい事業の展開と組織運営に努めました。 

 

 

(１) 海外諸都市との国際交流事業 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け，訪問団等の派遣及び受入事業については，

中止といたしました。 

ア 国際親善姉妹都市アナハイム市との交流 

 (ア）アナハイム市からの親善訪問団の受入（中止） 

（イ）水戸市学生親善大使の派遣（中止） 

   （ウ）アナハイム市学生親善大使の受入（中止） 

イ 友好交流都市重慶市との交流 

 (ア）重慶市親善訪問団の派遣（中止） 

(イ）重慶市訪問団の受入（中止） 

(ウ）重慶市青少年交流事業（中止） 

 



 

（２）市民の国際交流活動に対する支援 

国際交流ボランティア団体等の活動が円滑に行えるように支援するとともに，市民に対し，

団体等の交流活動の紹介や講演会等を通して，国際理解を深める啓発事業を行いました。 

 

ア 国際交流のつどいの開催 

市民の国際理解の推進を図るため，水戸市及び近隣在住の外国人市民をゲストとして 

招き，世界各国の文化等を紹介すると同時に，地域内国際交流を促進する事業を実施した。 

（ア）イベント「ちょっとだけワールドツアー」の開催 

期  日：令和 4年 7月 24日(日)  

対  象：小学生から中学生までとその保護者 

内   容：外国人のゲストによる各国文化体験ブースを巡り，その国について知る

とともに，ゲストとの交流を楽しむアクティビティを行った。 

講  師：スアハニチャ・ジェシカ・ラスアナイヴ 

（マダガスカル出身，茨城キリスト教学園中学・高等学校 英語教諭） 

     サーシャ-ゲイ・ソロモン 

（ジャマイカ出身，茨城県立水戸桜ノ牧高等学校英語指導助手(ALT)） 

     セイフェン・ジャワ 

（フランス出身，茨城県営業戦略部国際渉外チーム国際交流員） 

参加者数：36人（子ども 19人，大人 17人） 

（イ）ワークショップ「小さいけれど小さくない“マイワールド”を作ろう！」 

期  日：令和 4年 7月 30日(土)  

対  象：小学生とその保護者 

内   容：世界のピクニック文化などを学びながら，自分だけのピクニックシート

を作った。 

講  師：城戸崎 和佐（建築家，京都造形芸術大学教授） 

参加者数：20人（子ども 10人，大人 10人） 

（ウ）読み聞かせ「世界のおはなしを楽しもう！」 

期  日：令和 4年 8月 6日(土) ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

対  象：一般 (子どもから大人まで) 

内   容：ガーナ，インド，チェコなどの絵本を取り上げ，日本語で読み聞かせを

した。また，絵本の舞台であるガーナの出身者をゲストに招き，歌やパ

フォーマンスを楽しんだ。 

講  師：パーコフィ・エイキンス（ガーナ出身） 

 



 

参加者数：午前の部 20人（子ども 11人，大人 9人） 

午後の部 11人（子ども 7人，大人 4人） 

（エ）ワークショップ「夏休みワークショップ～みんなで考える世界の仕組み～」 

期  日：令和 4年 8月 20日(土)  

対  象：中学生，高校生 

内   容：貿易をシミュレーションする「貿易ゲーム」通じて，世界情勢や様々な

国際社会の問題について議論しながら，理解を深めた。 

ファシリテーター：杉本 健二（茨城キリスト教学園高等学校 国際教育部長） 

参加者数：21人（中学生 13人，高校生 8人） 

     引率教員：3人 

（オ）講座「名曲で旅するペルー」 

期  日：令和 4年 8月 28日(日)  

内   容：アナログレコード時代の名曲を中心に，2023年に外交関係樹立 150周年

を迎えるペルーの名曲を，その背景とともに紹介した。 

講  師：飯田 利夫（フリーアナウンサー） 

参加者数：29人  

（カ）展示「各国紹介展」 

期  日：令和 4年 7月 23日(土)～8月 28日(日) (期間中常設) 

内  容：イベントで取り上げた国々について，基本情報や見どころなどをパネル 

展示で紹介した。また，それらの国々の関連グッズの実物展示や，各国 

政府観光局提供の資料の配布も行った。 

紹 介 国：インド，ガーナ，ジャマイカ，チェコ，フランス，ペルー， 

マダガスカル (計 7か国) 

協  力：茨城県国際交流協会(ワールドボックス)，ガーナ共和国大使館， 

チェコ共和国政府観光局，マダガスカル共和国大使館 

 

イ 国際交流団体活動紹介展 

水戸市国際交流センターを拠点として活動する国際交流団体等の日頃の活動状況を 

紹介するパネル展を開催した。展示期間中には，「イベントデー」と称し，国際協力のた

めのグッズ紹介や，各団体のスタッフによる活動説明コーナーを開催した。 

     期  間：[第 1期] 令和 4年 4月 16日(土)～5月 22日(日) 

          [第 2期] 令和 4年 6月 11日(土)～7月 10日(日) 

          [第 3期] 令和 4年 9月 3日(土)～10月 2日(日)  



 

          [第 4期] 令和 4年 11月 5日(土)～12月 11日(日) 

          [第 5期] 令和 5年 2月 11日(土)～3月 12日(日) 

     参加団体：17団体 

 

ウ 国際交流団体連絡会議 

ボランティア団体間の情報交換やセンター利用等について，水戸市国際交流センター

を拠点として国際交流活動をしている各ボランティア団体からの意見・要望等を把握し，

その改善に努めた。 

 

エ 外国人に日本語指導をしているボランティア団体への支援：MIJ ネットワーク支援 

水戸市国際交流センターを拠点として外国人に日本語を指導しているボランティア団

体のネットワーク組織である「水戸市国際交流センターボランティア日本語教室ネット

ワーク(通称：MIJ ネットワーク)」の活動を支援した。 

（ア）定例会 

     期  日：概ね毎月 1回 

内  容：教室運営状況の報告，意見・情報交換等 

   (イ）初級日本語ボランティア養成講座 

期  間：令和 4年 10月 12日(水)～令和 4年 12月 21日(水) 

毎週水曜日（11月 23日を除く） 全 10回 

 [事前説明会]令和 4年 8月 31日(水) 

     共  催：茨城県国際交流協会 

対  象：市内または近隣市町村に居住し，講座終了後,市国際交流センターで活動 

する日本語ボランティアグループに所属して活動できる方。 

内  容：外国人市民に日本語を教えるボランティアの養成を行った。 

講  師：羽鳥 愛, 仙波 美哉子（茨城県地域日本語教育推進員） 

事前説明会参加者数：44名(会場 28名，オンライン 16名) 

受講者数：15人 

 

 

（３）国際交流に関する講演・講座・研修等の実施 

 市民に国際交流及び世界の文化等について理解を深めてもらうため，各種講座を実施す

るとともに，国籍を越えた市民同士の交流の場の創出に努めました。また，国際理解を促

すため，市内の学校等に外国人市民を講師として派遣しました。 

 



 

ア 国際理解講座の開催 

世界各国の生活・文化・歴史等の理解を深めるため，関係団体の協力を得て国際理解

講座を開催した。 

（ア）世界の料理講座～つくってみよう世界の料理～ 

     外国人市民を講師として招き，世界の様々な国や地域の料理を通して，それぞれの

国の文化や習慣を学ぶ料理講座をオンライン(Zoom)で開催した。 

① ベトナム編 

期  日：令和 4年 9月 3日(土) 

内  容：ベトナム出身の方を講師に招き，家庭で作ることができるベトナ 

ム料理の調理方法を中心に，文化や習慣を紹介した。 

（ゴイドゥドゥ：青パパイヤのサラダ／ブン ボー サオ：牛肉のせ麺／ 

チェー ダウ サアン：緑豆のぜんざい／シントーボー：アボカドシェイク） 

講  師：グェン ディン チェン（ベトナム出身） 

通  訳：安島 チン（ベトナム出身） 

受講者数：8人 

② ポーランド編 

期  日：令和 4年 12月 10日(土) 

内  容：ポーランド出身の方を講師に招き，家庭で作ることができるポー

ランド料理の調理方法を中心に，文化や習慣を紹介した。 

（リバポグレツク：クリスマスの伝統的な魚料理／バルシチ： 

ビーツと野菜を使ったスープ／ポテトとチーズのピエロギ） 

講  師：ビエルナツカ ヤマグチ イボナ（ポーランド出身） 

受講者数：8人 

 (イ）親と子の国際講座（水戸ユネスコ協会青年部と共催）(中止) 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，中止とした。  

(ウ) 世界とつながる子ども教室 

多くの子どもたちに早期英語学習の機会を提供するとともに，語学学習だけではなく，

コミュニケーションツールとしての英語に親しむことを目的とした講座を実施した。 

① 子どものための国際教育講座 ～ハロウィン編～ 

期  日：令和 4年 10月 16日(日) ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

対  象：年少～年長(3歳～5歳)と保護者 



 

内  容：「ハロウィン」をテーマに，歌やゲーム等の活動を通して，英語に

慣れ親しんだ。 

講  師：コートニー・プール（カナダ出身，笠間市立笠間小学校英語指導助手(ALT)） 

受講者数：午前の部 31人（子ども 17人，大人 14人） 

     午後の部 30人（子ども 16人，大人 14人） 

② 子どものための国際教育講座 ～バレンタイン編～ 

期  日：令和 5年 2月 4日(土) ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

対  象：小学生(1～3学年)と保護者 

内  容：「バレンタイン」をテーマとした工作やゲーム等の活動を通して，

英語に慣れ親しんだ。 

講  師：マーク・オリバー・ダウニング（アメリカ出身・水戸市英語指導助手(AET)） 

受講者数：午前の部 20人（子ども 10人，大人 10人） 

    午後の部 14人（子ども 7人，大人 7人） 

(エ) ワールドキッズセミナー 

海外事情に精通している講師を招き，各国の文化について日本語で紹介することで，

多くの子どもたちに国際理解への知識を深める機会を提供する講座を開催した。 

① ドイツ編 

期  日：令和 4年 5月 21日(土) 

対  象：小学生(1～6学年)と保護者 

内  容：ドイツをテーマに，同国の文化や生活習慣，ドイツの子どもたちの

生活や学校の違いなどについて学び，日本の日常との比較学習を通

して，異文化理解を深めた。 

講  師：渡邊 ロスビタ (ドイツ出身） 

受講者数：18人（子ども 9人，大人 9人） 

(オ）世界の文化講座 

各分野の専門家や各国事情に造詣の深い人物を講師として招き，世界の文化，歴史，

社会，そして現地の見どころ等を通じて，国際理解を深めることを目的とした講座を

実施した。 

① なるほど！世界セミナー「中国語は楽しい～華語から世界を眺める～」 

期  日：令和 4年 4月 23日（土） 

内  容：中国語の魅力，そのコミュニケーション言語としての汎用性，中国

語をめぐる政治的な背景などについて理解を深めた。 

講  師：新井 ひふみ（明治大学理工学部教授） 



 

実施形態：会場参加及びオンライン(Zoom)参加の同時開催 

受講者数：21人（会場 16人，オンライン 5人） 

② なるほど！世界セミナー「気象から見た世界～地球温暖化、私たちの環境を考える～」 

期  日：令和 4年 6月 5日（日） 

内  容：地球温暖化や異常気象の恒常化等，地球規模の気象の現状を切り口

に，世界における環境問題に理解を深めた。 

講  師：福嶋 アダム（気象予報士・防災士，NHK水戸放送局気象キャスター） 

受講者数：48人 

③ なるほど！世界セミナー「財政学から見た移民問題～移民は財政、社会に貢献 

しなければいけないのか～」 

期  日：令和 4年 12月 6日(火)，7日(水) 

内  容：「移民」をテーマとし，財政学の見地から，社会的ファクターとし

ての移民と，社会的意思決定のプロセスについて理解を深めた。 

講  師：掛貝 裕太（茨城大学人文社会科学部講師） 

受講者数：19人 

④ 世界の歩き方講座～カナダ・ユーコン準州編～ 

期  日：令和 5年 2月 25日（土） 

内  容：カナダ・ユーコン準州に焦点を当て，ゴールドラッシュの歴史，先

住民の文化，アウトドアの聖地として知られる当地の大自然の見ど

ころなどを紹介した。 

講  師：高橋 由香（カナダ・ユーコン準州観光局日本支部グローバルセールスマネジャー） 

受講者数：47人 

(カ）ことばのひびきを楽しもう！ 

絵本を通じて外国語の音の響きを楽しみ，諸外国への関心と異文化理解に親しむ

機会を提供することを目的とし，外国語と日本語による読み聞かせを実施した。 

 

① 世界のことばでよみきかせ ～英語×日本語の巻～ 

期  日：令和 4年 6月 18日（土） ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

内  容：英語と日本語による絵本の読み聞かせでは，外国語の音の響きを楽

しむとともに，手遊びうたを通じて，異文化に親しんだ。 

    ［絵本］ コロちゃんのがっこう / カラーモンスター /  

アヒルかも!ウサギかも! / わたしのわごむはわたさない 



 

読 み 手：［英語］ウェイバリー・チョウ（アメリカ出身，水戸市英語指導助手(AET)） 

［日本語］当協会職員  

  参加者数：第 1部 9人（子ども 5人，大人 4人） 

       第 2部 17人（子ども 9人，大人 8人） 

② 世界のことばでよみきかせ ～スペイン語×日本語の巻～ 

期  日：令和 4年 12月 3日 (土)  ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

内  容：スペイン語と日本語による絵本の読み聞かせでは，外国語の音の響

きを楽しむとともに，手遊びうたを通じて，異文化に親しんだ。 

     ［絵本］はらぺこあおむし / アオモンのながいうで /  

ちいさなおうさま / くさをたべすぎたロバくん 

読 み 手：［スペイン語］メガン・メンドーザ (アメリカ出身，bunkabuddy 代表)

［日本語］当協会職員  

  参加者数：第 1部 25人（子ども 12人，大人 13人） 

       第 2部 13人（子ども 5人，大人 8人） 

③ 世界のことばでよみきかせ ～英語×日本語の巻～ 

期  日：令和 5年 3月 4日(土)  ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

内  容：英語と日本語による絵本の読み聞かせでは，外国語の音の響きを

楽しむとともに，手遊びうたを通じて，異文化に親しんだ。 

     ［絵本］コロちゃんのケーキづくり /  

ぼくの！わたしの！いや、おれの！/ 

 どんなにきみがすきかあててごらん /  

しーっ！ひみつのさくせん 

読 み 手：［英語］ウェイバリー・チョウ（アメリカ出身，水戸市英語指導助手(AET)） 

[日本語］当協会職員 

  参加者数：第 1部 22人（子ども 12人，大人 10人） 

      第 2部 22人（子ども 12人，大人 10人） 

 イ 国際交流パーティーの開催（中止） 

  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，中止とした。 

ウ 国際理解のための外国人紹介 

国際理解推進のため，市内の学校や公的機関等が，国際交流に関する講座等を開催す

る際に外国人市民を紹介した。 

紹 介 数：1件（高校 1件） 

紹介者数：4人 



 

 

(４) 外国人市民に対する支援 

外国人市民や留学生に対し，水戸市や日本の文化の良さを理解してもらうため，各種事

業を行い，相互理解を深めました。 

ア  子どものための日本語ボランティア 

日本語指導を要する在住外国人の子どもを対象に，水戸市国際交流センターにおいて

毎週日曜日に日本語を指導した。また，団体が行う定例会等の活動を支援した。 

(ア）子どものための日本語教室 

期  間：令和 4年 5月 8日～令和 5年 3月 26日(毎週日曜日及び補習日) 

対象児童・生徒数：3人 

ボランティア数：3人 

(イ）定例会 

    期  日：日曜日ほか（不定期） 

内  容：指導を必要とする児童・生徒の把握，教室運営について，意見・情報 

交換等 

(ウ）子ども向け日本語ボランティア養成講座 

期  間：令和 4年 11月 27日(日)～令和 5年 2月 12日(日) 

毎週日曜日（12月 4日・25日，1月 1日・8日を除く） 全 8回 

対  象：市内または近隣市町村に居住し，全日程参加でき，講座終了後にせき

れいの会に所属し,活動できる市民 

内  容：日本語を母語としない子ども(幼児・小学生・中学生)に，日本語を教

えるボランティアの養成を行った。 

講  師：吉田 麻子（茨城県国際交流協会日本語教育アドバイザー，子ども 

向け日本語ボランティア「風の会」） 

受講者数：21人 

 

イ 多文化共生のための日本語教育等支援事業 

日本語ボランティア人材育成及び日本語支援に関する意識醸成のため，日本語教育及

び多文化共生に関する講座を実施するとともに，日本語が全くできない学習者のための

日本語教室を実施した。 

 

 

 



 

(ア) 多文化共生社会及び地域日本語教育推進のための講座 

一般市民の日本語教育に関する知識やコミュニケーションスキルの周知啓発を 

通じて，多文化共生社会及び地域日本語教育への理解を深めることを目的とする講

座を開催した。 

① 多文化共生理解講座「外国人市民対応職員研修」 

期  日：令和 5年 2月 16日（水） 

主  催：水戸市文化交流課 

共  催：公益財団法人水戸市国際交流協会 

対  象：窓口や学校等で外国人市民に対応する水戸市職員 

内  容：日本語を母国語としない外国人にもわかりやすい「やさしい日本語」 

でのコミュニケーション方法，さらには，情報を円滑に伝えるため  

のポイントや工夫を学んだ。 

講  師：山田 野絵（茨城県国際交流協会日本語教育アドバイザー） 

受講者数：17人 

(イ) 日本語プレ初級クラス 

日本語が全くできない学習者を対象に，資格を持つ講師の指導の下，日本で生活

するために必要な日本語を学べる教室を実施した。 

① 第 1期 

  期  間：令和 4年 4月 13日(水)～5月 26日(木)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

受講者数：6人 

② 第 2期 

期  間：令和 4年 7月 13日(水)～8月 25日(木)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

受講者数：7人 

③ 第 3期 

期  間：令和 4年 10月 19日(水)～12月 7日(水)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

受講者数：7人 

④ 第 4期 

期  間：令和 5年 2月 1日(水)～3月 15日(水)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 



 

受講者数：4人 

 

 ウ 外国人市民からの聞き取り 

外国人市民の増加・多様化が進む中，地域における多文化共生の促進を図ることを  

目的とし，今後の外国人市民支援事業の企画・立案に意見を反映させるため，必要に応

じて都度聞き取りを行った。 

 

エ 外国人のための防災対策事業 

地震等の災害が発生した際，外国人が文化や習慣，言葉の違いから大きな被害を受け

てしまうことを防ぐため，防災意識の啓発や防災対策事業を行った。 

(ア）防災訓練 

火災，地震発生時に適切で迅速な対応ができるよう大地震を想定し，地震及び火

災の避難訓練や初期消火訓練を行った。 

① 6月期 

期  日：令和 4年 6月 28日(火) 

参加者数：29人(外国人4人，ボランティア等13人，市職員3人，協会役職員9人) 

② 12月期 

期  日：令和 4年 12月 13日(火) 

参加者数：28人(外国人11人，ボランティア9人，協会役職員8人) 

(イ) 防災講座（みと男女平等参画を考える会，水戸市防災・危機管理課と共催） 

東日本大震災の教訓を生かし，市民団体や水戸市と協力し，外国人市民に様々な

防災対策事業を行った。 

① 防災講座（水戸市国際交流センター） 

期  日：令和 4年 6月 28日(火)  

       共  催：みと男女平等参画を考える会，水戸市防災・危機管理課 

       協  力：日本赤十字語学奉仕団 

内  容：避難訓練・シェイクアウト訓練を行うとともに，災害時等にビニー

ル袋を使って手軽に調理することができる「パッククッキング」等

について学んだ。  

受講者数：10人(うち外国人 4人) 

② 防災講座（茨城大学国際交流会館） 

       期  日：令和 4年 9月 27日(火) 



 

       共  催：茨城大学国際交流課，みと男女平等参画を考える会，水戸市防災・

危機管理課 

内  容：茨城大学の留学生を対象に，日本で生活する上での基本的な防災 

情報を提供した。 

受講者数：16人(うち外国人 16人) 

③ 防災ミニ講座（日本語プレ初級クラス） 

期  日：令和 4年 11月 24日(木)  

       内  容：地震・台風などに関する基礎知識を，パワーポイント資料を使って

学んだ。  

受講者数：4人(うち外国人 4人) 

④ 防災講座 

期  日：令和 4年 12月 13日(火)  

       内  容：地震・台風などに関する基礎知識を，パワーポイント資料を使って 

学んだ。また，シェイクアウト訓練，避難訓練及び消火訓練を行った。 

受講者数：20人(うち外国人 11人) 

⑤ 防災ミニ講座（日本語プレ初級クラス） 

期  日：令和 5年 3月 2日(木)  

       内  容：地震・台風などに関する基礎知識を，パワーポイント資料を使って

学んだ。  

受講者数：4人(うち外国人 4人) 

 (ウ) 英語版避難場所地図／防災マニュアルの提供 

英語で表記された水戸市内の避難場所地図及び地震等に対する防災マニュアル

の頒布を行った。（水戸市英文地図に掲載） 

 

オ 外国人のための生活情報紙(Culture Pot MITO) の発行 

 水戸市に住む外国人市民に対して，生活に役立つ情報をわかりやすく届けるととも

に，水戸市への理解を深めてもらうことを目的として，季刊の生活情報紙を発行した。 

  発行言語：やさしい日本語版（ルビ付）・英語版 

発行時期 内 容 

2022年 夏号 

(6月発行) 

日本語表現(外国語由来の日本語)，イベント情報，豆知識，健康保

険等の生活情報，特撮ロケ地特集，いろいろニッポン（夏の食べ

物） 等 



 

2022年 秋号 

(9月発行) 

日本語表現(日本人の名字)，イベント情報，生活情報，水戸にもあ

った日本・世界の名所，いろいろニッポン（大豆料理），保育園・幼

稚園 等 

2022年 冬号 

(12月発行) 

日本語表現(初売り・初夢)，イベント情報，豆知識，生活情報， 

お家で“鍋パ”，いろいろニッポン（水戸市と梅の関係），日本語教

室情報，年末年始のゴミ捨て・病院 等 

2023年 春号 

(3月発行) 

日本語表現(春の気象や天気)，イベント情報，生活情報（散歩コ

ース紹介），春の大型連休(GW)特集，自動車税，在留手続，日本語教

室情報，新しいゴミの捨て方，いろいろニッポン(山菜) 等 

 

カ 多言語生活ガイド(リビング・インフォメーション)の提供 

外国人市民の日常生活の利便性を高め，より快適で安全な生活を送ってもらうことを

目的として，水戸市で生活する上で必要な情報を集約し，冊子やホームページ上の電子

書籍として提供した。 

形  式：冊子及び電子書籍 

言  語：やさしい日本語(ルビ付)，英語，中国語，韓国語 

 

キ どようサロンの開催 

 (ア）どようサロン（中止） 

国籍や言語に捉われない交流の機会を提供し，市民の国際感覚の情勢や国際理解 

の増進を図ることを目的に，毎月 2回程度開催する「どようサロン」については，新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 

 (イ）どようサロン ～Armchair Travel～ 

ゲストスピーカーを招いて，自国の文化等についての紹介を通して異文化理解を 

深めてもらうともに，外国人市民と地域住民との交流や市民同士が情報交換すること

で相互理解を深める場を設けた。 

 

期  日 参加人数 テーマ ゲストスピーカー 

令和4年 8月27日(土) 16人 タイ編 ジュイジョンラック・スナンター 

       11月 4日(土) 19人 イギリス編 ソフィー・コン  

合  計 35人   

  

 

 



 

ク 外国人のための日本文化体験事業の実施 

(ア）外国人のための市内ウォッチング  

水戸の魅力発見ツアー ＜水戸の桜＞   

期  日：令和 4年 4月 2日(土) 

内  容：水戸の桜の歴史的・文化的背景について,  解説を聞きながら散策を

楽しんだ。 

訪 問 先：千波湖，桜山方面 

講    師：稲葉 寿郎（清真学園中学校・高等学校教諭） 

参加者数：19人(うち外国人 14人) 

(イ）日本文化体験 

① 日本文化体験ツアー「那珂川の鮎 やなを楽しもう！」 

期  日：令和 4年 9月 18日(日) 

内  容：那珂川上流にある最大規模の“やな”を訪れ、那珂川の自然の豊か

さや，日本の伝統文化を学ぶとともに，秋の旬料理「鮎」を味わった。 

訪 問 先：大瀬観光やな（栃木県芳賀郡茂木町） 

参加者数：12人(うち外国人 4人) 

② もなか・畳作り 

期  日：令和 4年 10月 8日(土) 

内  容：和菓子「もなか」作りや，畳工場見学，ミニ畳作りを体験し， 

日本の文化について理解を深めた。 

会  場：市国際交流センター多目的ホール，「畳の関川」工場 

協  力：[もなか作り] 佐藤 幸雄（千葉屋店主） 

          [畳工場見学・ミニ畳作り] 畳の関川 

参加者数：11人(うち外国人 10人) 

(ウ）ガストロノミー・イン・みと 

   外国人市民に対し，日本の食文化や水戸市産の食材を通して，水戸の文化や歴史，

魅力等をホームページ上で発信した。 

 

ケ 英文地図の提供 

英語で表記された水戸市の地図（MITO CITY GUIDE MAP）を頒布した。 

   

 



 

コ メール配信による情報の提供 

メール配信を希望する外国人市民に対して，市内及び近隣市町村で行われるイベント

や生活情報等，役に立つ最新情報を提供した。 

     配信言語：やさしい日本語，英語 

     対  象：外国人市民(配信希望者) 

     内  容：当協会実施の国際交流イベント情報(防災講座，日本文化体験ツアー， 

もなか＆畳ツアー)，一般イベント情報(灯篭流し，夜の植物公園，黄門ま

つり，県民の日，水戸市いっせい防災訓練，梅酒まつり，桜まつり)， 

生活情報(災害に備えよう，干支の話，協会 LINE の紹介)ほか 

     配信回数：16回 

 

サ 相談窓口の常設 

国籍等を問わず，生活様式や習慣等の違いから生じる悩みなどの相談に対し，アドバ

イスや情報を提供した。 

内  容：運転免許証の取得・書き換えに関すること，行政手続に関すること，住

宅に関すること，在留資格に関すること，国内外における投資・会社経

営に関すること，労使間のトラブルに関すること，医療・社会保障制度

に関すること，就職･アルバイト，日本語学習，ボランティア活動，翻

訳に関すること 等 

相談者数：316人(うち外国人 278人) 

相談件数：316件(電話･電子メール相談 234件，来館相談 82件) 

 

 

(５) 国際交流に関する情報・資料の収集及び提供 

外国や日本の文化，国際交流等に関する図書，資料等を広く集め，市民や外国人に提供

し，また機関紙及びホームページ等により，情報の発信に努めました。 

ア 協会機関紙等による情報発信  

(ア）協会機関紙の発行 

① 日本語版：年 3回発行(5月，12月，3月：各 1,500部作成) 

市内公共施設に設置，姉妹都市関係者及び寄付者等を中心に送付 

発行時期 内 容 

5月(73号) 令和 4年度の事業計画 



 

12月(74号) 

「日本語教室ボランティアに聞いてみました」， 

「もっとよく知ろう。水戸に暮らす外国人市民につ

いて」，事業報告，行事予定 等 

3月(75号) 

「日本で生活していて不便だと思うことを教えて

ください」，「ネパール人が水戸に多いのは，な

ぜ？」，事業報告，MITO インターナショナルライブ

ラリー 等 

   ② 3か国語版(英語・中国語・韓国語)：年 1回発行(5月：1,000部作成) 

市公共施設に設置，外国人市民等に配布 

発行時期 内 容 

5月(20号) 令和 4年度の事業計画 

(イ）広報資料の頒布 

情報発信の一環として，協会作成のクリアファイル，エコバッグ，英文地図とい

った広報用資料を頒布した。 

 

イ 図書・資料等の収集及び提供 

  日本語教室用の教科書や国内外の図書及び資料等を収集し，提供した。 

 

ウ パソコン等の利用・提供 

情報コーナーにパソコンを設置し貸出したほか，公衆無線 LAN(Wi-Fi)を来館者に提

供した。 

   パソコン利用：82件（うち外国人 51件） 

 

エ ホームページ等による情報提供 

当協会ホームページにおいて最新情報，事業内容，運営情報等を提供した。また，ソ

ーシャルネットワーク（Facebook，LINE） において，当協会主催のイベント情報や国

際交流を問わない一般のイベント情報のほか，生活情報等を随時掲載した。 

ホームページ訪問数：22,511件 

 

 

 

 

 



 

(６）国際交流基金等の造成 

   市民から寄付をいただき，基金の造成に努めました。 

ア 一般寄付 

   1件 50,000円 

 

 

(７) 水戸市国際交流センターの管理及び運営の受託 

水戸市から国際交流センターの管理及び運営を委託され，市民から親しまれる施設とし

て管理運営に努めました。  

ア センターの管理及び運営 

(ア）センターの利用状況 

区  分 件  数 人  数 

国際交流関係 1,605件 18,668人 

一    般 201件 2,830人 

そ  の  他 7件 119人 

合    計 1,813件 
21,617人 

(うち外国人 5,444人) 

      開館日数：295日  

(イ）センターの管理運営 

① 施設利用受付及び貸出し業務 

研修室等の貸出し，使用料の徴収，貸出し備品の管理等の業務を行い，利用者

に快適なサービスを提供した。 

② 施設利用促進業務 

ホームページによる情報提供を行い，効率的・効果的な利用促進を図った。 

また，来館する外国人に対応するため，語学に堪能な職員を配置し，それぞれの

ニーズに応えられるよう努めた。 

③ 図書コーナーの管理業務 

外国に関する情報，外国語の図書，日本語教育に関する教材，外国語新聞，ビ

デオ等の国際交流に関するさまざまな情報の収集及び適切な管理を行うとともに，

来館者への閲覧及び貸出し業務を行った。 

      

 



 

④ MITO インターナショナルライブラリーの管理業務 

MITO インターナショナルライブラリーの蔵書登録及び貸出の業務を行ったほ

か，施設の周知を図るとともに，必要に応じて来館者への案内業務を行うなど，

同施設の利用促進に努めた。 

⑤ 施設・設備の維持管理及び補修業務 

国際交流センターの施設及び設備を総合的に管理し，効果的な管理運営を図る

とともに，利用者に対し安全で快適な環境を提供するため，施設の維持管理及び

修繕を行った。 

      (a) 施設環境衛生管理業務 

施設の美観を維持し，センターの利用者に対し快適な空間を提供するため，

下記の業務を行った。 

・日常清掃業務    休館日を除く毎日 

・定期清掃業務    年 2回 ＜6月，11月＞ 

・害虫防除業務    年 1回 ＜2月＞ ※ 調理室のみ 

・排水設備清掃業務  年 1回 ＜2月＞ 

・植物管理業務    月 1回 

      (b) 設備保守点検業務 

来館者が安全で快適に利用できるよう関係法令や保安規定等に基づき，また

はそれに準じて点検・清掃・測定・検査等を実施した。 

        ・空調及び給水設備保守点検業務  年 2回 ＜6月，11月＞ 

        ・飲料水水質検査         年 1回 ＜3月＞ 

        ・消防設備保守点検業務      年 2回 ＜6月，12月＞ 

        ・エレベーター設備保守点検業務  年 4回 ＜4月，7月，10月，1月＞ 

        ・エレベーター設備遠隔監視業務  毎日 

        ・自動ドア保守点検業務      年 3回 ＜7月，11月，3月＞ 

        ・自家用電気工作物保安管理業務  隔月 1回，年次点検＜10月＞ 

(c) 施設警備業務 

施設での盗難，火災その他侵入者の不法行為等による事故発生を未然に防止

するとともに，万一事故が発生した場合には迅速かつ適切な措置により，被害

を最小限にとどめるよう，勤務時間内については職員が館内及び敷地内を定期

的に見回り，夜間及び休館日については，警備会社による機械警備及び巡回警

備を行った。 

 



 

(ウ）施設整備(修繕等)への対応 

① 洗面台自動水栓の交換（2F男性トイレ，2F/3F女性トイレ） 

  経年劣化により，自動水栓が故障したため，交換を行った。 

② ドアクローザーの交換（実習室） 

経年劣化により，ドアクローザーが故障したため，交換を行った。 

③ 消防設備(誘導灯及び非常照明)の交換 

設備の経年劣化に伴い，館内の誘導灯及び非常照明の部品の交換を行った。 

④ カーテンの付替え（研修室，和室，会議室） 

  経年劣化のため，カーテンの交換を行った。 

 

(８) その他 

ア 公益法人運営関連業務         

公益法人関連三法に基づき，次の業務を行った。 

(ア)役員等の変更による行政庁(茨城県)への改変手続及び登記 (4月，7月，10月) 

(イ)行政庁(茨城県)への定期提出書類(令和3年度事業報告及び収支決算書)の提出 (6月) 

(ウ)行政庁(茨城県)への定期提出書類(令和5年度事業計画及び収支予算書)の提出（3月） 



敬称略，順不同

平成 30 年 6 月 15 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 24 年 6 月 20 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 27 年 6 月 25 日

平成 23 年 9 月 14 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 27 年 6 月 25 日

令和 元 年 6 月 27 日

令和 元 年 6 月 27 日

令和 元 年 6 月 27 日

平成 23 年 7 月 1 日

令和 3 年 6 月 25 日

令和 2 年 6 月 17 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 23 年 7 月 1 日

令和 元 年 6 月 27 日

令和 4 年 6 月 24 日

令和 4 年 8 月 24 日

２　組織及び運営状況

　（１）　役員等について

　　　 ア　評議員体制(令和5年3月31日現在）

　役　名　 氏　　　名 就任年月日

評 議 員 　林　　　和　男

評 議 員 川　瀬　　由紀子

評 議 員 谷　萩　　紀　行

評 議 員 西連寺　　節　子

評 議 員 掛　札　　真　俊

評 議 員 藤　城　　公　子

評 議 員 上　村　　洋　美

評 議 員 茂　木　　好　美

評 議 員 小　柴　　庄　市

評 議 員 大　竹　　伸　一

評 議 員 中　庭　　　忠　

評 議 員 金　成　　　滋　

評 議 員 小　泉　　光　子

評 議 員 小　林　　浩　一

評 議 員 池　田　　庸　子

評 議 員 クレイ・バッセンジャー

評 議 員   朴　　  美　貞

評 議 員 鹿志村　　浩　行

評 議 員 竹　村　　明　浩

評 議 員 小　嶋　　いつみ

　　評議員20名



敬称略，順不同

平成 30 年 5 月 25 日

平成 30 年 5 月 25 日

令和 4 年 4 月 1 日

平成 19 年 4 月 1 日

令和 4 年 3 月 25 日

令和 3 年 6 月 25 日

平成 27 年 6 月 25 日

平成 21 年 4 月 1 日

平成 19 年 4 月 1 日

平成 21 年 4 月 1 日

平成 19 年 4 月 1 日

平成 28 年 6 月 16 日

令和 2 年 3 月 28 日

令和 2 年 6 月 17 日

令和 4 年 6 月 24 日

令和 元 年 6 月 27 日

　　　 イ　役員体制(令和5年3月31日現在）

　役　名　 氏　　　名 就任年月日

　理 事 長(代表理事) 阿　部　　真　也

　副理事長(代表理事) 櫻　庭　　紀久子

　常務理事(業務執行理事) 増　子　　孝　伸

理　　事 黒　澤　　輝　子

理　　事 幡　谷　　公　朗

理　　事 　須　田　　浩　和　

理　　事 福　島　　辰　三

理　　事 依　田 　　 泉　

理　　事 　桂　　　秀　明

理　　事 小田部　　　卓  

理　　事 田　尻　　　充　

理　　事 　秋　葉　　宗　志　

理　　事 志　田　　晴　美

　　理事14名，監事2名

理　　事 川　上　　幸　一

監　　事 真　崎　　　茂　

監　　事 　小田木　　義　弘　



　　ウ　役員等の異動

（２）　議決(報告)事項

　　ア　評議員会

異動年月日 役　名 氏　　名 備　　考

令和4年4月1日 理　　事 　増　子　孝　伸　 　就　任

令和4年6月24日 監　　事 江　鳩　勲　由 　退　任

令和4年6月24日 監　　事 真　崎　　茂　 　就　任

令和4年6月24日 評 議 員 石　寺　　真　 　退　任

令和4年6月24日 評 議 員 竹　村　明　浩 　就　任

令和4年6月30日 評 議 員 沼　田　　誠　 　退　任

令和4年9月6日 評 議 員 小　嶋　いつみ 　就　任

議決年月日 議決(報告)番号 件　　　　　　　名

報告第1号  令和3年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業報告

議案第1号  令和3年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支決算

議案第2号  公益財団法人水戸市国際交流協会監事の選任

議案第3号  公益財団法人水戸市国際交流協会評議員の選任

令和4年9月6日
（書面開催)

議案第4号  公益財団法人水戸市国際交流協会評議員の選任

報告第2号  令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業計画

報告第3号  令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支予算

報告第4号  令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会事務局体制

令和4年6月24日

令和5年3月29日



　　イ　理事会

議決年月日 議決(報告)番号 件　　　　　　　名

議案第1号  公益財団法人水戸市国際交流協会業務執行理事の選定

議案第2号  公益財団法人水戸市国際交流協会常務理事報酬の決定

議案第3号  令和3年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業報告

議案第4号  令和3年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支決算

議案第5号
 令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会
 定時評議員会の招集

報告第1号  業務執行状況報告

議案第6号
 臨時評議員会に上程する「公益財団法人水戸市国際
 交流協会評議員の選任」

議案第7号
 令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会
 臨時評議員会の招集

令和4年11月8日
（書面開催)

議案第8号
 公益財団法人水戸市国際交流協会臨時職員就業規則の
 一部を改正する規則

令和5年2月28日
（書面開催)

議案第9号
 令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会
 臨時評議員会の招集

議案第10号  令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業計画

 専決処分について（令和4年度公益財団法人水戸市国際
 交流協会収支補正予算）

報告第4号
 専決処分について（令和4年度公益財団法人水戸市国際
 交流協会収支補正予算）

議案第11号
 令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会基金の
 取崩

議案第12号  令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支予算

議案第13号
 公益財団法人水戸市国際交流協会が行う公の施設の
 管理の業務に係る情報公開及び個人情報保護に関する
 規程の一部を改正する規程

議案第14号
 公益財団法人水戸市国際交流協会個人情報保護規程を
 廃止する規程

議案第15号
 公益財団法人水戸市国際交流協会個人情報保護法に
 基づく保有個人データの開示，訂正及び利用停止に
 係る施行規程

令和4年4月1日

令和5年3月29日

令和4年8月11日
（書面開催)

令和4年5月31日

報告第5号  業務執行状況報告

議案第16号
 公益財団法人水戸市国際交流協会職員就業規則の
 一部を改正する規則

議案第17号  公益財団法人水戸市国際交流協会事務局次長の選任

報告第2号
 専決処分について（公益財団法人水戸市国際交流協会
 給与規程の一部を改正する規程）

報告第3号



（３）　庶務事項

　　ア　法人登記

令和4年4月13日

江　鳩　勲　由

理事の退任登記 七　字　裕　二

評議員の退任登記 　沼　田　　誠　　

評議員の就任登記 小　嶋　いつみ

真　崎　　茂　

石　寺　　真　

竹　村　明　浩

理事の就任登記 幡　谷　公　朗 増　子　孝　伸

令和4年7月22日

令和4年10月17日

監事の就任登記

評議員の退任登記

評議員の就任登記

監事の退任登記

登記年月日 登記事項 内　　　容


